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期　　日： ２０１2年　３月17日（土）～18日（日）

定　　員： ５０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）
受講対象： 子どもの教育や支援・福祉・医療の関係者・教育関係を志望する大学生や大学院生など

受 講 料： １２,０００円（税込・昼食は各自おとりください）

会　　場： 明治安田こころの健康財団  ８階講義室
東京都豊島区高田３－１９－１０　　電話（０３）３９８６－７０２１
（JR山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車、徒歩約７分）

【プログラム】
	
	時    　間
	内    容  ・  講    師　　（ 敬 称 略 ）

	３
月

１７
日
(土）
	１０：００～１２：３０
１２：３０～１３：３０
１３：３０～１６：００

	第一講義と実習
「チーム援助と校内支援体制～特別支援教育のレベレアップをめざして」
・「みんなの支援」と「ひとりの支援」　・「発達障害のある子ども」が学べる学校づくり　　　
・援助者が活かされる学校づくり
＜筑波大学大学院人間総合科学研究科教授　　石隈　利紀＞
　　　　　　　　昼　　　食　（各自でおとりください）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
実　　習 

「『ほんものチーム』の作り方と進め方」
・「ほんものチーム」と「にせものチーム」　・「現場の支援教室」コーディネーターのコツ
・保護者とのパートナーシップ

＜聖徳大学准教授　　家近　早苗＞


	３

月

１８
日

(日)
	１０：００～１２：００
１２：００～１３：００
１３：００～１６：００

	第二講義と実習 
「学級集団への支援～ＱＵに基づくコンサルテーション」

・個別対応と全体対応をどう統合するか 　・教師が連携するための指標の必要性
・実際の教師連携の難しさへの対処

＜早稲田大学教育・総合科学学術院教授  河村　茂雄＞
　　　　　　　　昼　　　食　（各自でおとりください）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
実　　習 
「学級集団への支援～ＱＵに基づくコンサルテーション」

　　　　　　　　　　　　　　　 　　   　   ＜　　 前　　　　掲　　　　　　　河村　茂雄＞






学校で苦戦する子どもの援助ニーズは多様です。そして援助者の力と苦戦も多様です！


そのなかで、ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症などの障害のある子どもを、学級集団や学校でどう援助するかが大きな課題となっています。学級は子どもの成長を促進する集団であり、学校は子どもの学校生活を支える場です。　また一人ひとり子どもの力を伸ばすのは、学校や地域における多様な援助者のネットワークが必要です。


したがってＬＤなどのある子どもの学校生活を充実させるために、学級づくりや学校づくりの工夫、そして援助者のコミュニケーションの力が欠かせません。


今回は「チーム援助と校内支援体制」と「学級集団への支援」について、今現場で起こっている課題に取り組む視点とスキルを提供します。参加者の方からは事前に質問を出していただき、講座のなかで応えていきたいと思います。「参加者と共に創るワークショップ」をめざします。


パートナーは「ほんものチーム」の実践提唱者の家近早苗先生と、学級集団への支援ツールＱＵの開発者である河村茂雄先生です。


特別支援教育にかかわる多くのみなさんの参加をお待ちしています。　　　　　　　　         


【 筑波大学大学院人間総合科学研究科教授　　石隈　利紀 】
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「学校心理士」単位認定申請予定
































多様な「苦戦する子ども」を学級・学校で支えるには


～『ほんもの』チームで支える特別支援教育











